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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第139期

第３四半期
連結累計期間

第140期
第３四半期
連結累計期間

第139期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 14,804,026 17,116,657 19,544,804

経常利益 (千円) 899,008 1,598,875 1,229,149

四半期（当期）純利益 (千円) 684,937 1,331,373 885,509

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 723,474 1,559,585 1,060,193

純資産額 (千円) 9,427,638 11,200,118 9,764,326

総資産額 (千円) 18,160,516 19,669,051 17,485,196

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 33.23 64.59 42.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 51.4 56.2 55.2
 

　

回次
第139期

第３四半期
連結会計期間

第140期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.84 25.98
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。　　

　　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年４月～平成25年12月）におきましては、国内では金融緩和や財

政施策等の効果があって、景気は回復基調となりました。一方、海外につきましては、新興国では経済

成長が減速しましたが、米国経済は堅調に推移し、欧州でも景気回復の兆しが見られました。

　当社グループの関連する市場におきましては、中国や他のアジア地域でのＩＴ・電子機器関連の需要

は増加し、自動車関連においても堅調な需要がありました。他方、国内では、円高の是正や景気回復に

伴い、各業界において設備投資の需要が出てまいりました。

　このような状況下で、当社製品につきましては、中国を中心としたアジアにおいてＩＴ機器や電子部

品及び自動車関連等向けが増加しました。欧米においても景気回復に伴って堅調な需要がありました。

また、国内では、消費税の増税前の影響もあって、射出成形機及びダイカストマシンともに引合いが増

加しました。

射出成形機につきましては、中国や韓国等におけるＩＴ機器や自動車関連向けの需要が増加し、欧米

等では医療・生活関連用品向けに堅調な需要がありました。また、国内では、後半から設備投資が増加

し、市場は回復傾向となりました。

ダイカストマシンにつきましては、国内外における自動車関連の需要は堅調に推移しました。また、

今年度の第１四半期では、中国や韓国等でＩＴ機器向けの需要が大幅に増加した結果、中小型機で好調

な受注がありました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における受注高は、前年同四半期比37.3％増の192億６千９百

万円となりました。また、売上高は、前年同四半期比15.6％増の171億１千６百万円となりました。

　従って、当第３四半期連結累計期間における損益につきましては、売上高の増加やコストの低減等に

取組みました結果、営業利益は13億５百万円（前年同四半期営業利益８億２千３百万円）、経常利益は

15億９千８百万円（前年同四半期経常利益８億９千９百万円）、四半期純利益は13億３千１百万円（前

年同四半期純利益６億８千４百万円）となりました。　　

　

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、153億６千８百万円（前連結会計年度末は

131億８千５百万円）となり、21億８千３百万円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の増加

(36億５百万円から44億６千６百万円へ８億６千万円増）及び受取手形及び売掛金の増加（56億８千７

百万円から71億７千６百万円へ14億８千８百万円増）であります。
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（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、減価償却等による有形固定資産の減少(37

億５千４百万円から36億２千７百万円へ１億２千６百万円減)があったものの、投資その他の資産の増

加（３億２百万円から３億９千万円へ８千７百万円増）及び無形固定資産の増加（２億４千３百万円か

ら２億８千２百万円へ３千９百万円増）があったことにより前連結会計年度末とほぼ同額の43億円とな

りました。

　

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、52億９千４百万円（前連結会計年度末は57

億６千８百万円)となり、４億７千４百万円減少いたしました。主な要因は、短期借入金の減少13億円

及び支払手形及び買掛金の増加（30億５千４百万円から37億１千９百万円へ６億６千５百万円増）であ

ります。

　
（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、31億７千４百万円（前連結会計年度末は19

億５千１百万円）となり、12億２千２百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金の増加11億２

千５百万円及び退職給付引当金の増加（16億２千２百万円から17億１千５百万円へ９千３百万円増）で

あります。

　
（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、112億円（前連結会計年度末は97億６千４百

万円）となり、14億３千５百万円増加いたしました。主な要因は、四半期純利益の計上等による利益剰

余金の増加（51億８千３百万円から63億９千１百万円へ12億７百万円増）であります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４億３千８百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 20,703,000 20,703,000
 東京証券取引所
 市場第一部

 単元株式
数　
 は100株で
 あります。

計 20,703,000 20,703,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 20,703,000 ― 2,506,512 ― 2,028,806
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―  ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―  ―

議決権制限株式(その他) ―  ―  ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　　88,900

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　20,591,200 205,912  同上

単元未満株式 普通株式　　　22,900 ―  同上

発行済株式総数 20,703,000 ―  ―

総株主の議決権 ― 205,912  ―
 

(注)１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,200株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数52個が含まれております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式48株が含まれております。

３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

② 【自己株式等】

　　平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東洋機械金属株式会社

兵庫県明石市二見町福里字
西之山523番の１

88,900 ― 88,900 0.43

計 ― 88,900 ― 88,900 0.43
 

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の所有株式数は89,068株であります。

　
２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,605,353 4,466,183

受取手形及び売掛金
※2 5,687,441 ※2 7,176,417

商品及び製品 2,082,488 1,918,775

仕掛品 1,181,596 1,122,864

原材料及び貯蔵品 405,894 360,905

繰延税金資産 31,630 13,750

その他 201,432 322,036

貸倒引当金 △10,756 △12,161

流動資産合計 13,185,080 15,368,772

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,043,851 1,990,588

機械装置及び運搬具（純額） 784,233 669,257

工具、器具及び備品（純額） 81,114 88,348

土地 814,347 814,347

リース資産（純額） 20,073 22,156

建設仮勘定 10,755 42,843

有形固定資産合計 3,754,376 3,627,541

無形固定資産 243,542 282,668

投資その他の資産

投資有価証券 188,842 261,416

繰延税金資産 78,171 85,104

その他 67,790 76,472

貸倒引当金 △32,608 △32,923

投資その他の資産合計 302,196 390,068

固定資産合計 4,300,116 4,300,279

資産合計 17,485,196 19,669,051
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 3,054,045 ※2 3,719,349

短期借入金
※3 1,300,000 ※3 －

1年内返済予定の長期借入金 122,000 300,000

未払費用 517,695 385,979

未払法人税等 227,807 85,556

未払消費税等 11,444 14,479

繰延税金負債 3,283 3,283

製品保証引当金 42,478 67,582

役員賞与引当金 22,300 14,300

その他 467,923 704,314

流動負債合計 5,768,976 5,294,845

固定負債

長期借入金 － 1,125,000

繰延税金負債 284,706 307,156

退職給付引当金 1,622,549 1,715,863

その他 44,638 26,068

固定負債合計 1,951,894 3,174,088

負債合計 7,720,870 8,468,933

純資産の部

株主資本

資本金 2,506,512 2,506,512

資本剰余金 2,028,834 2,028,834

利益剰余金 5,183,593 6,391,282

自己株式 △48,297 △48,405

株主資本合計 9,670,642 10,878,223

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 32,792 80,552

為替換算調整勘定 △54,557 103,671

その他の包括利益累計額合計 △21,764 184,223

少数株主持分 115,448 137,670

純資産合計 9,764,326 11,200,118

負債純資産合計 17,485,196 19,669,051

EDINET提出書類

東洋機械金属株式会社(E01528)

四半期報告書

 9/16



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 14,804,026 17,116,657

売上原価 10,910,918 12,502,752

売上総利益 3,893,108 4,613,904

販売費及び一般管理費 3,069,310 3,308,146

営業利益 823,798 1,305,758

営業外収益

受取利息及び配当金 3,681 4,858

固定資産賃貸料 56,927 57,227

為替差益 52,141 266,209

その他 13,538 23,148

営業外収益合計 126,288 351,443

営業外費用

支払利息 15,885 7,786

手形売却損 2,106 1,947

固定資産除却損 13,053 2,492

固定資産賃貸費用 6,241 6,180

支払手数料 5,259 34,432

その他 8,532 5,487

営業外費用合計 51,078 58,326

経常利益 899,008 1,598,875

税金等調整前四半期純利益 899,008 1,598,875

法人税、住民税及び事業税 193,864 248,666

法人税等調整額 △689 8,485

法人税等合計 193,175 257,151

少数株主損益調整前四半期純利益 705,833 1,341,724

少数株主利益 20,896 10,350

四半期純利益 684,937 1,331,373
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 705,833 1,341,724

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,116 47,759

為替換算調整勘定 6,524 170,101

その他の包括利益合計 17,641 217,860

四半期包括利益 723,474 1,559,585

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 700,560 1,537,362

少数株主に係る四半期包括利益 22,914 22,222
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

１ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形割引高

受取手形裏書譲渡高

―　千円

24,704千円

―　千円

97,055千円
 

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会

計期間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。
　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 240,201千円 66,300千円

支払手形 30,144千円 32,464千円
 

　

※３ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため㈱三井住友銀行（前連結会計年度においては㈱

三井住友銀行ほか２行）と貸出コミットメント契約を締結しております。当四半期連結会計期間末にお

ける貸出コミットメントに係る借入金未実行残高は次のとおりであります。
　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

貸出コミットメントの総額 2,000,000千円 500,000千円

借入実行高 ―　千円 ―　千円

差引額 2,000,000千円 500,000千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 368,632千円 319,662千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月26日
取締役会

普通株式 61,843 3.00 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

平成24年10月25日
取締役会

普通株式 41,228 2.00 平成24年９月30日 平成24年12月６日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月25日
取締役会

普通株式 61,842 3.00 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年10月24日
取締役会

普通株式 61,842 3.00 平成25年９月30日 平成25年12月６日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

   １株当たり四半期純利益金額 33円23銭 64円59銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 684,937 1,331,373

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 684,937 1,331,373

    普通株式の期中平均株式数(株) 20,614,497 20,614,115
 

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

第140期（平成25年４月１日から平成26年３月31日）中間配当について、平成25年10月24日開催の取締

役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

① 配当金の総額                                 61,842千円

② １株当たりの金額                               ３円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成25年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   小   川　　佳　　男   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   仲   下   寛   司   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月13日

東洋機械金属株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

洋機械金属株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋機械金属株式会社及び連結子会社の平
成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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